実習の振りかえり（2010年11月8日～11月12日）
静岡赤十字病院　Ｓ．Ｋ．
■11月8日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	オリエンテーション、外来見学
	訪問診療
	歓迎会


目標
· ケアセンター医師が行う医療行為について知る
地域医療を担う病院として患者に提供している日常の外来や往診を見学することで、普段自分が研修している病院の医療行為との違いを理解し、それにより今後自分の医療行為をより充実させたいと思う

	1 今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	· 往診は初めての経験だったが、普段の診察と同じように病態を考えながら診察することができた
	・会話が乏しかった。患者さんにとっては自分は初めて会う人間でもあり信頼関係はまだできておらず、状態が落ち着いているからこそ、それを意識してもっと充実した会話が必要だと思った。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	・外来でも往診でも患者の医師に対する信頼関係を十二分に感じた。地域医療で必要なのは自分がこれまでに考えていた以上の信頼関係だと思った。

	・改めて患者さんとの接し方、また患者さんが医師に求めているものを考えた医療行為


■11月9日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	老健(ホール)
	老健(入浴)
	


目標
· 介護師の立場から老健入所中の老人との接し方を学ぶ

病院で患者－医師の関係で老人と接する機会はあったが、その関係以外で接することは少ないため、この機会を生かしてより良好な関係を築けるようになりたい

	2 今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	· 入浴における介護は見おう見真似だが、汚物処理など汚い部分もあったものの順調にできた。
	・認知症の老人と話をするのは難航した。会話の内容だけでなく、単純に大きな声を出して声をかけるあたりから苦労してしまった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	· 入浴後の患者さんがとても気持ちよさそうで印象的だった。

· 老人患者に対して行われる医療行為の大変さを痛感した。自分は医師であり、話をして指示をだすことばかりだったが、医師が関係していない部分は他の誰かが行っているわけで、それらなしには我々の業務も成り立たない。より広い視野で患者さんをみるようにしたい。

· 認知症のある方とのコミュニケーションの難しさを痛感したし、うまくできていないことも感じた。ここでも信頼関係の構築が大事で、目線や大きな声での声かけなどの重要性を再認識した。
	・医学に関してはこれまでの病院研修で学んできたが、患者さんとの接し方という意味での力不足・努力不足を感じたので、それらをこれからの医療行為でもよく意識しながら改善していきたい。


■11月10日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	薬局・栄養
	出張診療所
	


目標
・薬剤師・栄養士の仕事内容を通じて学ぶ

・出張診療所を通じその特徴・地域医療における重要性を学ぶ

	3 今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・患者さんとの話し合いで、病気に関する心配事を聞きだすことができた。


	· 来院した患者さんの中には認知症の方もいらっしゃり、先生に指摘されるまで気付かなかった。話し合いが少なかったと思った。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	· 診療所が集会所のようで患者さんどうし和気藹々としていたのが印象的だった。雑談だけでなく、病気に関する話し合い・考えなども話し合っていて病気の認識を高める良い機会と思った。

· 認知症のある方でもきちんと予定した時間に受診していて驚いた。近所への受診は認知症があってもしやすいようで、その意味では出張診療所は良いシステムと思った。
	· 普段は病院にいる患者さんの病気を治すという視点でしか考えていなかったが、それぞれの生活を配慮した上での医療行為を痛感したので、患者さんの生活背景・問題点などをよく考慮した上で患者接するようにしたい。


■11月11日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問看護
	リハビリ
	


目標
・訪問看護・リハビリを知る。
	今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	· 看護・リハビリの際に患者さんに異常な症状がないかチェックできた。
· これまでの反省を生かして、患者さんとの会話に努め、少しは談笑を交えてできるようになった。
	· 脳出血後の方が、初めてお会いしたせいか、警戒してしまい、リハビリ指導を滞らせてしまった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	· 共に認知症を抱えている夫婦で、食事や身の周りの世話も十分ではないお宅や、介護をしっかりやってくれる家族と同居している方のお宅を訪問した。患者の近況確認や看護行為指導という点での訪問看護の重要性を感じた。
· 医療はやはり患者さんとの信頼関係構築に基づくと思った。リハビリもやる気の温度差はあるものの、しっかり話をして、励ますとしっかりこなしてくれてそう思った。自分もその点をもっと大事にしたいと思った。
	· 看護・リハビリといった普段直接接触しない分野であり、そういう別畑の分野で行われていることをよく理解したいとも思うが、やはり患者との会話をしっかり行い、良好な信頼関係を気付ける医療行為を行いたいと一番に思う。


■11月12日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	居宅
	まとめ
	


目標
・在宅支援についての理解を深める
	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・患者さんやご家族と話をし、介護についての考えをきくことができた。
	· 介護制度についての理解が不十分だったため、各人の介護サービスに関してよく考察できなかった

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	· 具体的な医療サービスをしなくても、患者さんのところへ赴き、直接顔を合わせることの重要性を痛感した。
	· 介護制度についてしっかり学び、直接話すことにより、患者さんを安心させるような接し方を心がけていきたい


1週間という短い期間でしたが大変有意義な研修でした。これまで1年半研修をしてきましたが、そこで感じたことのない施設職員さんや患者さんの暖かさだけでなく、ケアセンターいぶきの医療行為全てが新鮮で印象的でした。また、医師として当たり前だけどできていないこと・しっかり考えていないことを痛感しました(具体的には患者さんとの接し方)。

僕は耳鼻科志望で現在は専門科一直線でやっていくつもりですが、こうした地域にどっぷりつかり、地域住民の役に立てる医師も良いなと思っています。
短い間でしたが本当にありがとうございました。

Ｓ先生、お疲れ様でした。実際にじっくり語れたのは、初日の懇親会の場だけで、あとは各部署での実習となっていまい、十分な振り返りができなかったことをお詫び申し上げます。ただし、当方で学んでほしかったことは感じてもらっているようでほっとしています。住民の方や患者さん方は、この地域に住んでおられ、「病気が治ったら終わり』ではないし、「お亡くなりになったら終わり」でもないです。ずっと継続して患者・家族とかかわっていく必要のあるプライマリケアの現場を見てもらったと思います。

　医師だけでは医療はできないし、看護師や薬剤師・栄養士のかかわり、生活を支える介護の分野の方々との協力なしでは、その人を支えられません。またその分、ダイレクトに感謝をしてもらえる喜びもあります。

　今回の実習の経験を活かして、専門医となっても、患者さんの目線で考えられる暖かい医療を提供していただきますよう、ご活躍をお祈りします。また近くにお立ち寄りの際には顔を出していただければ幸いです。（畑野）

